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渋谷区防災課様からご要望のある防災キャラバンでの展⽰
内容について

１ 2018年から防災とはかかわりなく笹塚仲町会が地域交流を進めい
ているのが埼⽟県⼩⿅野町です。

２ 渋谷区では、発災時、在宅避難、次に広域避難、最後に避難所避難
の順での避難を勧めています。広域避難は、親戚、友⼈、⾏きつけ
の旅館やホテルとなっています。

３ 笹塚仲町会地域は、地元住⺠ですぐに⾏ける遠隔地親戚が居ない
住⺠や、⾼齢者等災害弱者に加え、⾏きつけの旅館やホテルなど
ない方も多数おり、渋谷区の方針に漏れてしまう住⺠がいます。

４ 渋谷区の方針から漏れてしまう方や、広域避難を希望する仲町会
会員・住⺠に、広域避難場所の紹介事業として、一時避難受け入れ
先として⼩⿅野町を紹介できるよう調整しています。

５ この取組により、地区避難所への避難者が減少し、運営負担や備蓄
等を軽減できる可能性も⾒いだせます。
一例として参考にしていただくべく、今回の防災キャラバンで
渋谷区防災課様のご要望もあり、出展することとなりました。



相互交流活動の根本
笹塚仲町会のニーズ

〇大自然と触れ合いたい
⼩⿅野町様のニース

〇⼩⿅野町の良さを知ってもらいたい

住⺠同⼠の相互交流も含めた取り組みを
開始

（副町⻑様提唱により「友情交流都市」と命名）

友情交流都市活動へ



交流経過抜粋ー１



新たな親戚づきあいへ
笹塚仲町会からの⾒え⽅

〇大自然を持つ地域にいる親戚
⼩⿅野町様からの⾒え⽅

〇⼩⿅野町の良さを知る都市部の親戚

住⺠同⼠の相互交流の深化
（全国的にも稀有な協定締結合意）

本格的友情交流都市活動へ



交流経過抜粋ー2



相互訪問の積み重ね
笹塚仲町会からの⾒え⽅

〇祭礼や餅つきにきて特産品をふるまってくれた
〇コロナ自粛期間中に陣中⾒舞いを贈ってくれた

⼩⿅野町様からの⾒え⽅
〇本当に町会で来てくれた

〇相互発展に向け「何か」やろうとしている



首都直下激甚災害時の仲町会の課題
笹塚仲町会の想定する厳しいシナリオ

〇家屋等の倒壊
〇埋設上水道等の破断

〇木密地域の同時多発的火災発生
〇火災旋風の危険

〇在宅避難や垂直非難も困難な可能性
〇避難所自体のキャパシティ不⾜

〇避難⾏動要⽀援者の具体的避難⽀援体制や避難先の確保、等々

友情交流都市である⼩⿅野町様に受⼊の相談
（町会として希望者に紹介できるよう⼩⿅野町様と具体化協議中）

⼀時広域避難の可能性追求



仲町会の防災取組抜粋ー1



仲町会の防災取組抜粋ー2



発災後の⼀時広域避難先紹介が実現できれば

〇避難所負荷の軽減
〇被災者の精神面も含めたケア
〇受け⼊れ先が混乱しないよう希望広域避難対象者情報の安全な

提供
（避難⾏動要⽀援者情報や個別避難計画資料、住⺠の希望する情報）

・本⼈確認資料
・感染症リスク情報（ワクチン接種記録）
・投薬情報
・緊急時連絡先
・その他本⼈の希望する情報



仲町会の防災取組抜粋ー3



仲町会の防災取組抜粋ー4



仲町会の情報管理実験ー1



仲町会の情報管理実験ー2

総務省や内閣
サイバーセキュリティ
センターが公開する
セキュリティ対策を

導⼊



友情交流都市活動の今後と有事貢献

①平時には、自然豊かな⼩⿅野町との住⺠同⼠の相互交流により、
「親戚同⼠のような付き合い」を実現し、
平時においては自然豊かな⼩⿅野町との相互発展に向けた交流を⾏う。

②有事には、例えば激甚災害発災後の⼀時広域避難受⼊を円滑に
⾏えるようにし、発災後の避難所や自主防災組織等の負荷軽減を実現。

③更に、想定を上回る発災に対しても、いざという時の避難先を確保することで、
住⺠の⼼⾝の健康と安寧を確保。



友情交流都市活動による相互発展
新たな親戚づきあいへ

⼩⿅野町の皆様
ありがとうございます



渋谷区総合防災訓練当日スナップ写真-①（準備）

仲町会の展⽰スペース準備状況、⼩⿅野町様資料や
情報管理取組の実機展⽰

避難者用（少⼈数家族）のパーソナルスペース
確保のテント（確か50セットしかなかった）



渋谷区総合防災訓練当日スナップ写真-②（説明風景）

⼩⿅野町様を知る⼈や他の町会で⼩⿅野町出⾝の⽅も会場に来てくださり、仲町会の平素の交流取組（しい
たけ焼きやキュウリの配布等）を⾒て実はびっくりしていたとのこと。⼩⿅野町様提供の資料を持ち帰る⽅も多く、
好評だったと思います。



渋谷区総合防災訓練当日スナップ写真-③（その他）

会場で名刺交換した先様写真（上左）
渋谷区キャラ「あいりっすん」と保倉の写真
仲町会展⽰スペース
思いのほか防災意識の⾼かった中学生達の写真（右）



渋谷区総合防災訓練当日名刺交換先と出展感想
０７月０９日渋谷区総合防災訓練（渋谷区防災キャラバンin笹塚地区）に、割りふってますを住民の個人情報を含めた
防災情報管理で実験等を継続している笹塚仲町会の展示概要参考。

当日笹塚仲町会の取組説明に関し、多くの賛同があった。
名刺交換先としては、
１，東京消防庁 渋谷消防署 消防監、
２，同上 消防指令長、
３，熊本県 東京事務所 参事、
４，同上 主任主事
５，まいにち株式会社、
６，こくみん共済 ブランド戦略部
その他名刺交換しなかった先ながら高い関心を示した先として、周辺町内会町会長や中学校教諭、小鹿野町出身者様等

発災する前の準備として、住民情報を町会単位で安全に登録して保管して置き、避難所等で利活用するモデルは、相当新鮮
だったようである。例えば、避難所の対処想定人数等が大きく変わる可能性があるので予算見直しも視野に入る。

一番印象的だったのは小学生の女の子３人が、説明している途中で、「分かった、小鹿野町に逃げるんでしょ」と、大発見した
ように話しをしたことと、渋谷区の消防監がこうした手段があるんだ。と、まじまじと語ったことです。
正直なところ、子供は発想に制限が無く素直だなと感じました。しがらみを排除して現実解を具体化したいです。


